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特集　介護保険
糸ケ浜ビーチフェスタ参加者募集
参議院議員通常選挙の投票日は７月11日

　写真は、６月19日に行われた南端今畑地区の田植え交流会。町内の子どもやAPUの学生、地域の方およそ30人が参加し、
田植えを行いました。



介護老人保健施設サンライズ・ビューでのレクリエーション・楽しそうに歌遊びをする様子

特集  介護保険
　介護保険制度は、平成 12年 4月から始まりました。
　高齢化が進む中、介護問題は避けて通れないものとなっています。今
月号では、介護の負担を社会全体で支えあうために作られた介護保険制
度の日出町の現状や仕組みについて報告します。

　

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
を
要
す
る

状
態
と
な
っ
て
も
、
で
き
る
限
り
自
立

し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
社
会
全
体

で
支
え
合
お
う
と
、
要
介
護
者
の
自
立

支
援
と
家
族
の
負
担
軽
減
を
目
的
に
、

平
成
12
年
４
月
に
始
ま
っ
た
制
度
で

す
。

　

サ
ー
ビ
ス
は
、
要
介
護
状
態
の
軽
減

や
悪
化
の
防
止
と
い
う
観
点
か
ら
行
わ

れ
、
利
用
者
の
心
身
の
状
況
や
、
そ
の

置
か
れ
て
い
る
環
境
等
に
応
じ
て
利
用

者
自
ら
が
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
選
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
18
年
４
月
に
は
制
度
の
持
続

可
能
性
を
高
め
る
た
め
に
、
で
き
る
限

り
要
介
護
・
要
支
援
状
態
に
な
ら
な
い
、

あ
る
い
は
重
度
化
し
な
い
よ
う
に
、「
介

護
予
防
」
を
重
視
し
た
仕
組
み
に
大
幅

に
転
換
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
時
に
、
認
知
症
や
ひ
と
り
暮
ら
し

の
高
齢
者
の
方
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
可
能
な
限
り
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
高
齢
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
や
相
談

に
総
合
的
に
対
応
す
る
地
域
拠
点
と
し

て
、「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
創

設
や
、
地
域
住
民
の
利
用
を
基
本
と
す

る
「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」
の
創
設

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
家
族
介
護
力

は
弱
ま
っ
て
き
て
お
り
、
今
後
ま
す
ま

す
社
会
全
体
で
介
護
保
険
制
度
を
支
え

る
仕
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。



65
歳
以
上
の
５
人
に
１
人
は

介
護
サ
ー
ビ
ス
受
給
者

　

今
年
３
月
末
現
在
、
町
内
の
65
歳
以

上
の
方
は
６
，
７
６
３
人
で
、
前
年
度

よ
り
１
２
７
人
増
加
、
平
成
13
年
３
月

末
と
比
べ
る
と
１
，
０
２
４
人
、
17
．

８
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
要
支
援
・
要
介
護
認
定

者
（
以
下
、
認
定
者
）
は
１
，
３
４
２

人
で
、
前
年
度
よ
り
も
56
人
、
平
成
13

年
度
と
比
べ
る
と
３
４
９
人
、35
．
１
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
で
65
歳
以
上
の
認
定
者
は

１
，
３
０
９
人
で
あ
り
、
町
内
の
65
歳

以
上
の
５
人
に
１
人
が
な
ん
ら
か
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

伸
び
て
い
ま
す
。
ま
た
、
有
料
老
人
ホ

ー
ム
の
新
設
に
よ
り
利
用
者
が
増
え
た

こ
と
も
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

介
護
給
付
費
の
増
は
、
保
険

料
の
増
額
に

　

介
護
保
険
制
度
の
財
源
は
、
65
歳
以

上
の
第
１
号
保
険
料
、
40
歳
〜
64
歳
の

第
２
号
保
険
料
、
国
・
県
・
町
か
ら
の

負
担
金
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　

内
訳
は
、
第
１
号
・
第
２
号
の
保
険

料
を
合
わ
せ
て
50
％
、
国
・
県
・
町
の

負
担
金
が
50
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
は
、
３
年
ご
と
に
見
直

す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

現
状
の
保
険
給
付
費
に
見
合
っ
た
保
険

料
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
た
め
で
す
。

　

平
成
12
年
度
に
介
護
保
険
制
度
が

始
ま
っ
て
か
ら
、
日
出
町
で
は
介
護
給

付
費
の
増
加
に
と
も
な
っ
て
、
平
成
15

年
度
と
平
成
18
年
度
に
介
護
保
険
料

の
見
直
し
を
行
い
増
額
し
て
き
ま
し

た
。

　

ま
す
ま
す
進
む
高
齢
化
社
会
に
あ
た

っ
て
は
、
介
護
給
付
費
が
さ
ら
に
増
加

し
、
そ
れ
に
伴
い
保
険
料
も
さ
ら
に
増

額
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

増
え
続
け
る
介
護
給
付
費

　

高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
認
定
者
は
増

え
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
伴
う
介
護
給
付

費
も
増
加
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

右
の
グ
ラ
フ
を
見
る
と
、
平
成
21
年

度
の
介
護
保
険
給
付
費
総
額
は
、
約

20
億
２
，
５
０
０
万
円
、
前
年
度
と
比

較
す
る
と
約
１
億
３
，
２
０
０
万
円
、

約
７
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
の
傾
向
と
し
て
は
、
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
や
通
所
介
護
、
訪
問

介
護
な
ど
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
が
大
き
く

H13 H19 H20 H21

65 歳以上人口と要介護認定者の推移 

5,739

6,458 6,636 6,763

993
1,217 1,286

1,342

65
歳
以
上
人
口

介
護
認
定
者

H20 H21H19H18

16億 
7,600万円 

16億 
9,400万円 

18億 
9,300万円 

20億 
2,500万円 

介護給付費の年次推移 

1,217人

1,286人

1,342人

263人

179人

143人

155人

介護認定者の年次推移 

要支援 

要介護１ 

要介護 2 

要介護 3 

要介護 4 

要介護 5 

合 計 

H19 H20 H21 H22

271人 296人 299人 353人

272人 270人 229人 249人

172人 194人
266人

1,128人

138人

171人
190人150人

151人
137人125人

135人
165人



早
期
対
応
で
要
介
護
者
へ
と

移
行
さ
せ
な
い
取
り
組
み

　

介
護
予
防
は
、「
要
介
護
状
態
に
な

る
こ
と
を
で
き
る
限
り
防
ぐ
こ
と
、
そ

し
て
要
介
護
状
態
に
な
っ
て
も
そ
の
状

態
が
そ
れ
以
上
悪
化
し
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
」
で
あ
り
、
高
齢
者
一
人
ひ
と

り
の
生
き
が
い
や
自
己
実
現
の
た
め
の

取
り
組
み
を
支
援
し
て
生
活
の
質
の
向

上
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

日
出
町
で
は
、「
要
介
護
状
態
」
と

な
る
お
そ
れ
の
あ
る
方
（
特
定
高
齢
者
）

を
対
象
に
「
地
域
支
援
事
業
」
を
行
い
、

ま
た
「
要
支
援
状
態
」
に
あ
る
方
に
対

し
て
は
、
現
状
の
維
持
あ
る
い
は
身
体

機
能
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
新
予
防
給
付
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

元
気
な
高
齢
者
で
あ
っ
て
も
、
加
齢

や
疾
病
、
環
境
の
変
化
、
精
神
的
要
因

等
を
き
っ
か
け
と
し
て
生
活
機
能
が
低

下
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
高
齢
者
の
生
活
機
能
の

低
下
の
程
度
に
応
じ
た
取
り
組
み
を
行

う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
特
に
、
生
活

機
能
の
低
下
が
軽
度
で
あ
る
早
い
時
期

か
ら
の
発
見
・
早
期
対
応
を
行
う
こ
と

が
大
切
で
す
。（
下
図
参
照
）

介
護
が
必
要
と
な
る
前
に
！

「
地
域
支
援
事
業
」

　　

地
域
支
援
事
業
と
は
、
要
支
援
・
要

介
護
に
な
る
可
能
性
の
あ
る
高
齢
者
を

対
象
に
、
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
る

こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス

や
、
要
介
護
状
態
に
な
っ
た
場
合
で
も
、

で
き
る
だ
け
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立

し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
支
援
す
る
た
め
の
事
業
で
す
。 

　

事
業
は
介
護
予
防
事
業
と
、
地
域
に

お
け
る
包
括
的
・
継
続
的
な
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
機
能
と
し
て
の
包
括
的
支
援
事

業
、
町
が
実
施
す
る
任
意
事
業
の
３
つ

の
柱
か
ら
な
り
ま
す
。

介
護
予
防
へ
の
取
り
組
み

　

65
歳
以
上
の
５
人
に
１
人
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
ま
す
。健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
は

一
朝
一
夕
に
効
果
が
現
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。介
護
な
ん
て「
他
人
ご
と
」と
思
わ
ず
に
、一

人
ひ
と
り
が
自
分
自
身
の
体
の
状
態
を
知
り
、自
ら
の
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
で
健
康
を
管
理

し
、い
つ
ま
で
も
活
動
的
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
送
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

要
介
護
者

要介護者とならないよ
う、早期の対応が大事

要
支
援
者

新予防給付…要介護者とならない
ように、介護予防サービス、地域密
着型介護予防サービス、介護予防支
援を受けることができます。

特
定
高
齢
者

地域支援事業…要支援者とならな
いように、介護予防事業や包括的支
援事業、任意事業を受けることがで
きます。



転倒骨折予防教室の様子

●
脳
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室

　

 　

地
区
単
位
で
１
年
間
を
と
お
し
て

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

 　

工
作
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

を
行
い
、
脳
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

 　

認
知
症
の
予
防
に
効
果
的
で
す
。

　

 　

開
講
式
と
１
年
後
の
閉
講
式
に
は

脳
年
齢
を
測
定
し
、
ど
れ
だ
け
若

返
っ
た
の
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

　

 　

教
室
終
了
後
は
、
各
地
区
で
自
主

講
座
を
継
続
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
ハ
ッ
ピ
ぃ
教
室
（
転
倒
骨
折
予
防
教
室
）

　

 　

地
区
単
位
で
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
公
民
館
等
で
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど

簡
単
な
運
動
を
す
る
こ
と
で
、
日
常

生
活
に
必
要
な
筋
力
を
維
持
し
、
転

倒
に
よ
る
骨
折
を
予
防
し
ま
す
。

　

 　

教
室
終
了
後
は
、
各
地
区
で
自
主

講
座
を
継
続
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

　

 　

介
護
予
防
に
関
す
る
講
話
や
介
護

予
防
の
た
め
の
簡
単
な
運
動
を
行
い

ま
す
。

●
健
康
相
談

　

 　

公
民
館
等
に
出
向
き
、
健
康
相
談

や
、
健
康
や
介
護
予
防
に
関
す
る
講

話
も
行
い
ま
す
。
希
望
に
よ
っ
て
血

圧
測
定
・
検
尿
も
行
い
ま
す
。

●
介
護
予
防
健
診

　

 　

町
の
特
定
健
康
診
査
や
健
康
診
査

と
あ
わ
せ
て
実
施
し
ま
す
。
65
歳
以

上
の
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方

を
対
象
に
実
施
し
、
生
活
機
能
の
低

下
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
町
が
実
施
す

る
介
護
予
防
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

し
ま
す
。

●
介
護
予
防
事
業

　

 　

介
護
が
必
要
な
状
態
で
は
な
い

が
、
生
活
機
能
の
低
下
が
あ
り
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
必
要
だ
と

認
め
ら
れ
た
65
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
、
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
る
こ

と
を
防
ぎ
、
元
気
で
い
き
い
き
と
し

た
生
活
を
続
け
て
い
た
だ
く
た
め
の

も
の
で
、
介
護
保
険
の
給
付
の
対
象

と
な
ら
な
い
人
が
参
加
で
き
、
体
の

機
能
向
上
や
栄
養
改
善
、
口
腔
機
能

の
向
上
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
包
括
的
支
援
事
業

　

 　

役
場
健
康
増
進
課
内
に
設
置
し

て
い
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
、
社
会
福
祉
士
・
主
任
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
・
保
健
師
等
を
配
置
し
、
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
を
含
め

た
保
健
・
医
療
・
福
祉
に
関
す
る
相

談
・
支
援
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
任
意
事
業

　

 　

介
護
に
よ
る
家
族
の
身
体
的
・
精

神
的
・
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
に
、
家
族
介
護
教
室
や
介
護
用
品

支
給
事
業
、
配
食
事
業
な
ど
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

地域支援事業を受けるまでの流れ

介護が必要とは思わないが、最近体力
や気力が衰えてきた。これからも元気に
暮らしたいと思う方は・・

町が行う健康診査を受診し、「介護予防
の生活機能評価」を受けます。

生活機能評価や健診の結果をもとに、
地域包括支援センターで特定高齢者の
選定をします。

地域包括支援センターの職員と相談し
ながら、その方にあった介護予防ケア
プランを作成します。



介護保険によるサービスを受けるためには
　介護保険によるサービスを受けるには、まず「要介護認定」を受けなければいけません。これは、そ
の方にどのくらいの介護サービスが必要なのかを判断するためのものです。
　要支援や要介護の判定を受けると、左ページのような介護サービスを受けることができます。介護
サービスは自分の生活あったものを選ぶことが大事です。これから先自分がどんな生活を送りたいの
かをよく考えて、希望や目標をケアマネジャーに相談しましょう。

①申請

　●申請の窓口は健康増進課介護保険係です。本人のほか家族でも申請することができます。

②調査

　●町のケアマネジャーが自宅を訪問し、心身の状態や日常生活についてお伺いします。
　●町から主治医に意見書の作成を依頼します。

③診査

　● 調査結果から、保健・医療・福祉の専門家で構成する「認定審査会」が認定審査を行い、
「要介護」・「要支援」・「非該当」にそれぞれ認定されます。

要介護と認定されたら要介護と認定されたら

要介護と認定されたら●サービスを選びます

　在宅でのサービスを中
心に利用したい方は、居宅
サービスを選びます。
　施設に入所したい方は、
施設サービスを選びます。

要介護と認定されたら●ケアプランを作成

　ケアマネジャーとよく
相談し、自分にあったケア
プランを作成します。

●サービスを利用

要支援と認定されたら

● 地域包括支援センタ
ーに連絡

　家族や地域包括支援セ
ンターの職員と、今後どの
ような生活を望むかなど
について話し合います。

要介護と認定されたら●ケアプランを作成

　ケアマネジャーとよく
相談し、自分にあったケア
プランを作成します。

●サービスを利用

非該当と認定されたら

● ５ページの「地域支援事
業を受けるまでの流れ」
参照



介護保険で受けられる在宅・施設サービス一覧表

サービスの名称 サービスの内容

訪問介護 ホームヘルパーが自宅を訪問。食事、入浴、排泄などの身体介護
や掃除、洗濯、食事などの生活援助を行います。

訪問入浴介護 自宅を訪問し、浴槽を提供し入浴介護サービスを行います。

訪問看護 自宅を訪問し、療養上の世話や診察の補助を行います。

訪問リハビリテーション 自宅を訪問し、リハビリテーションを行います。

居宅療養管理指導 医師、歯科医師、薬剤師等が訪問し、療養上の管理や指導を行い
ます。

通所介護
（デイサービス）

デイサービスセンターで、食事、入浴などの日常生活の世話や機
能訓練などを行います。

通所リハビリテーション
（デイケア）

病院や介護老人保健施設等に通い、理学療法士や作業療法士によ
るリハビリテーションを行います。

短期入所生活介護
（ショートステイ）

介護老人保健施設などに短期間入所し、食事、入浴、排泄などの
日常生活の世話や機能訓練を行います。

短期入所療養介護
（ショートステイ）

介護老人保健施設や介護療養型医療施設などに短期間入所して、
医学的な管理のもとで看護、介護、リハビリテーション、その他
必要な日常生活の世話を行います。

福祉用具貸与 車いすや特殊ベッドなどの日常生活の自立を助けるための福祉用
具を貸与します。

福祉用具販売 ポータブルトイレや入浴補助用具など日常生活の自立を助ける用
具を販売します。

住宅改修 段差を解消したり、廊下や階段に手すりをつけるといった小規模
改修に対して、その費用の一部を支給します。

特定施設入居者生活介護 有料老人ホームなどに入所している高齢者が食事、入浴、排泄な
どの日常生活の世話や介護、機能訓練、療養上の支援を行います。

夜間対応型訪問介護 夜間、定期的な巡回訪問または通報により、居宅において食事、
入浴、排泄などの日常生活の支援を行います。

小規模多機能型居宅介護 要介護者の希望に応じて、随時「訪問」や「泊まり」を組み合わ
せてサービスの提供を行います。

認知症対応型共同生活介護
（グループホーム）

共同生活をして、食事や入浴、排泄などの世話や機能訓練等を行
います。

地域密着型介護老人福祉
施設入居者生活介護

特別養護老人ホームの入所者に対して、食事、入浴、排泄などの
世話や機能訓練、健康管理、療養上の管理を行います。

地域密着型特定施設
入居者生活介護

介護専用型特定施設の入所者に対し、食事、入浴、排泄などの世
話や機能訓練、療養上の管理を行います。

介護老人福祉施設 特別養護老人ホームの入所者に、日常生活における介護、機能訓
練、健康管理、療養上の管理を行います。

介護老人保健施設 介護老人保健施設の入所者に、看護、医学的管理のもと、介護や
機能訓練などを行います。

介護療養型医療施設 介護療養型医療施設の入所者に、療養上の管理や看護、医学的管
理のもと、介護や機能訓練を行います。

●問合先　地域包括支援センター☎ 73－ 3115　健康増進課介護保険係☎ 73－ 3130



■
入
場
券

　

 　

入
場
券
は
投
票
の
際
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

　

 　

紛
失
し
た
場
合
で
も
投
票
で
き
ま

す
の
で
、
受
付
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

■
投
票
の
方
法

　

 　

投
票
は
自
書
式
で
、
県
選
出
議
員

選
挙
と
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
の

２
種
類
の
投
票
を
行
い
ま
す
。

○
県
選
出
議
員
選
挙　

　
　

候
補
者
名
を
記
入
し
ま
す
。

○
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙　

　

 　

政
党
名
か
候
補
者
名
を
記
入
し
ま

す
。

＊ 

身
体
の
故
障
な
ど
で
、
投
票
用
紙
の

記
載
が
で
き
な
い
場
合
は
、
代
理
投

票
が
で
き
ま
す
の
で
、
係
員
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

■
投
票
で
き
る
要
件

○ 

生
年
月
日
が
平
成
２
年
７
月
12
日
以

前
で
あ
る
こ
と
。

○ 

平
成
22
年
３
月
23
日
ま
で
に
転
入

届
を
提
出
し
、
引
き
続
き
日
出
町
に

居
住
し
て
い
る
こ
と
。

＊ 

登
録
基
準
日
現
在
、
３
カ
月
以
上
引

き
続
き
居
住
し
て
い
る
こ
と
が
要
件

で
す
の
で
、
３
月
24
日
以
降
に
転
入

し
た
人
は
、
日
出
町
で
は
投
票
で
き

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
前
住
所
地
に
登

録
さ
れ
て
い
れ
ば
そ
の
登
録
地
で
投

票
で
き
ま
す
。

＊ 

学
生
で
郷
里
を
離
れ
就
学
し
て
い
る

人
の
住
所
は
、
生
活
の
本
拠
地
で
あ

る
就
学
地
に
あ
る
と
い
う
判
例
が
あ

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
入
場
券
が

届
い
て
も
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

■
不
在
者
投
票

　
 　

指
定
さ
れ
た
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム

に
入
院
・
入
所
さ
れ
て
い
る
人
や
、

仕
事
で
出
張
中
の
人
な
ど
は
、
不
在

者
投
票
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

投票日　７月11日（日）
期日前投票　
●6月25日（金）～７月10日（土）
　　　　（8時 30分～ 20時まで）
●役場221会議室  （新館２階・総務課前）
＊ 地下の身体障がい者用駐車場を利用すると、エレベーターで２階の投票所ま
で行くことができます。

●
問
合
先

　

選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）

　

☎
73
‐
３
１
５
０

投票当日（７月11日）の投票場所

投票区 投票所の名所 投票区 投票所の名所 投票区 投票所の名所

第1投票区 豊岡地区公民館 第6投票区 真那井区公民館 第11投票区 南端地区公民館

第2投票区 豊岡ふれあいセンター分館 第7投票区 港区公民館 第12投票区 後村区公民館

第3投票区 日出町役場 第8投票区 藤原地区公民館 第13投票区 団地集会所

第4投票区 川崎地区公民館 第9投票区 赤松地区公民館 第14投票区 内野区公民館

第5投票区 大神中学校体育館 第10投票区 南端小学校 第15投票区 町中央公民館



ＧＡＯ！ランチパッケージ
団体様パック／10名様以上

入場料金

宝
探
し
ゲ
ー
ム
も
あ
り
ま
す
（
当
日
受
付
）

７月25日（日）

糸ヶ浜海水浴場

７月17日（土）～９月５日（日）

平日：10時～18時
土・祝前日・盆期間：10時～19時

ホ
テ
ル 

ソ
ラ
ー
ジ
ュ
大
分
・
日
出

プ
ー
ル
サ
イ
ド
に
レ
ス
ト
ラ
ン

「
ラ
グ
ー
ン
」
も
オ
ー
プ
ン

お弁当入場料
スライダー
フリーパス
ポート

大人／1,900円　小人／1,500円
＊ 8月 13・14・15日はお盆料金

●一般個人料金

　大人／ 1,000 円
　小人／ 500 円

●一般団体料金
　　（10名様以上）

　大人／ 800円
　小人／ 400円

★スライダーフリーパスポート　300円
＊ 8月 13・14・15日はお盆料金

問合先　ホテルソラージュ大分・日出　☎ 0977 － 72－ 1800

●ビーチバレー大会
　募集チーム数　６４チーム（先着順）
　参加料　　　　１チーム３，０００円
　ルール　　　　男女混成４人制（女性２人がコートに入ること）

●サンドアートコンテスト
　募集チーム数　１５チーム（先着順）
　参加料　　　　無料
　ルール　　　　１チーム１０人まで

●ビーチフラッグス大会
　募集人数　各部３０人（先着順）
　参加料　　無料
　種目　小学生の部・中高生の部・一般の部（それぞれ男女別）

●ビーチ水鉄砲大会
　募集チーム数　１６チーム（先着順）
　参加料　　　　１チーム１，０００円
　ルール　　　　１チーム５人（小学４年生以上）

●申込・問合先
　　糸ケ浜ビーチフェスタ実行委員会事務局
　　ＴＥＬ：７２－４２５５　ＦＡＸ：７２－９０４４
　　ホームページ：http://hiji-townnavi.jp/
　　メールアドレス：kankou-kyoukai.hiji@fuga.ocn.ne.jp



　

町
で
は
、日
出
団
地
区
内
に
お
け
る
建

築
物
の
高
さ
制
限
な
ど
の
取
り
決
め
を

行
い
、住
宅
地
と
し
て
良
好
な
環
境
の

維
持
増
進
と
美
し
い
町
並
み
の
保
存
を

行
う
た
め
の
計
画
を
策
定
し
て
い
ま

す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、次
の
日
程
で
計
画
素

案
の
閲
覧
を
行
い
、そ
の
案
に
対
し
て
皆

さ
ま
の
ご
意
見
を
い
た
だ
く
公
聴
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
る
に
は
、「
公

述
申
出
書
」が
必
要
で
す
。

■ 

都
市
計
画
素
案
の
閲
覧
期
間
及
び

　

公
述
申
出
の
受
付
期
間

　

７
月
12
日
（
月
）
〜
７
月
26
日
（
月
）

＊ 
「
公
述
申
出
書
」
は
都
市
建
設
課
で

配
布
す
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
閲
覧
場
所
・
公
述
申
出
の
受
付
場
所

　

都
市
建
設
課

■
公
聴
会
の
日
程
・
会
場

　

８
月
18
日
（
水
）
19
時
〜

　

役
場
大
会
議
室
（
旧
館
３
階
）

＊ 

傍
聴
さ
れ
る
方
は
、
18
時
か
ら
受
け

付
け
を
行
い
ま
す
。

■
「
公
聴
会
」
有
無
の
決
定

　

 　

「
公
述
申
出
書
」
の
提
出
が
無
い

場
合
、「
公
聴
会
」
は
開
催
し
ま
せ
ん
。

　

 　

８
月
２
日
（
月
）
に
開
催
の
有
無

を
決
定
し
ま
す
。

　

 　

結
果
に
つ
い
て
は
、
役
場
の
掲
示

板
及
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
問
合
先

　

都
市
建
設
課
企
画
調
査
係

　

☎
73
‐
３
１
７
２

日
出
団
地
区
都
市
計
画
の
素
案
を
作
成

素
案
に
つ
い
て
「
公
聴
会
」
を
開
催
し
ま
す

身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談
会

専
門
医
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

障
害
の
等
級
や
補
装
具
、各
種
制
度

に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
ま
す
。

　

予
約
が
必
要
で
す
。

■
と
き　

　

９
月
30
日
（
木
）

○
受
付　

11
時
30
分
〜

○
検
査
・
診
察　

12
時
〜

■
と
こ
ろ　

　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
相
談
内
容

○ 

新
た
に
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
た
い
人
、
ま
た
は
障
害
の
等
級

を
変
更
し
た
い
人
。

○ 

義
肢
、
装
具
、
車
い
す
及
び
補
聴
器

等
の
補
装
具
費
の
支
給
を
受
け
た
い

人
。

○
補
装
具
適
合
判
定
を
受
け
た
い
人
。

○ 

身
体
障
害
者
福
祉
に
係
る
各
種
制
度

に
つ
い
て
。

＊ 

適
合
判
定
は
２
週
間
前
ま
で
の
予
約

が
必
要
で
す
。ま
た
、補
装
具
製
作
業

者
の
同
席
も
必
要
で
す
。

■
相
談
員　

　

 
医
師
、
役
場
職
員
、
大
分
県
身
体
障

害
者
更
生
相
談
所
職
員

■
費
用　

　

無
料

■
持
っ
て
く
る
も
の

　

 　

身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

は
、
当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

　

９
月
16
日
（
木
）

■
申
込
・
問
合
先　

　

 

福
祉
対
策
課
障
害
福
祉
係
☎
73
‐

３
１
２
１

知
っ
て
お
き
た
い
町
政
情
報



　

障
が
い
の
あ
る
児
童
の
就
学
相
談
会

を
行
い
ま
す
。費
用
は
無
料
で
個
別
に

実
施
し
ま
す
。

■ 

と
き　

９
月
下
旬
（
申
込
者
と
相
談

の
う
え
決
定
し
ま
す
）

■
と
こ
ろ　

町
中
央
公
民
館

■ 

対
象
者　

来
年
度
就
学
予
定
の
障
が

い
の
あ
る
児
童
の
保
護
者
ま
た
は
関

係
者
。

■ 

相
談
員　

大
分
県
教
育
委
員
会
指
導

主
事

■
申
込
期
限　

８
月
20
日
（
金
）

■ 

問
合
先　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

☎
73
‐
３
１
５
７

障
が
い
児
就
学
相
談
会
を
開
催

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た

火
災
警
報
器
の
設
置
に
対
し
て
助
成
し
ま
す

　

平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
に
、住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
高
齢
者
と
障
が
い
者
を
対
象

に
、住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
に
対

し
て
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
者

　

購
入
前
に
事
前
申
請
が
必
要
で
す
。

購
入
後
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
で
、
火
災
発
生
の
感
知
お
よ
び
避

難
が
著
し
く
困
難
な
人
の
み
で
構
成

さ
れ
る
世
帯
。

○ 

障
害
等
級
が
２
級
以
上
の
身
体
障
が

い
者
（
児
）
。

○ 

重
度
も
し
く
は
最
重
度
の
知
的
障
が

い
者
（
児
）
。

■ 

助
成
額　

１
５
，
５
０
０
円
を
基
準

額
と
し
、
基
準
額
以
内
の
購
入
に
対

し
て
は
、
原
則
９
割
を
助
成
。
た
だ

し
、
世
帯
の
所
得
区
分
に
よ
り
助
成

金
額
が
変
わ
り
ま
す
。

　

 　

な
お
、
基
準
額
を
超
え
る
金
額
に

つ
い
て
は
、
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
申
請
時
に
必
要
な
も
の

　

 

印
鑑
／
障
害
者
手
帳
／
見
積
書
／
世

帯
全
員
の
所
得
課
税
証
明
書
（
平
成

22
年
１
月
１
日
現
在
、
日
出
町
に
居

住
し
て
い
る
方
は
不
要
）

■ 

申
請
・
問
合
先　

福
祉
対
策
課
障
害

福
祉
係
☎
73
‐
３
１
２
１

　

65
歳
以
上
の
人

■
対
象　
　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

○
ひ
と
り
暮
ら
し
で
あ
る
こ
と
。

○ 

平
成
22
年
度
の
町
民
税
が
非
課
税
で

あ
る
こ
と
。

○ 

本
人
所
有
の
住
宅
で
あ
る
こ
と
。（
借

家
・
ア
パ
ー
ト
は
除
く
）

■
助
成
額　

上
限
５
，
０
０
０
円

■ 

申
請
に
必
要
な
も
の　

警
報
器
設
置

後
に
、
支
払
内
容
と
金
額
が
記
入
さ

れ
た
書
類
（
領
収
書
等
）
／
印
鑑
／

振
込
先
口
座
番
号

■ 

申
請
・
問
合
先　

健
康
増
進
課
長
寿

健
康
係
☎
73
‐
３
１
３
０

　地区の公民館などで健康講話を行ったり、健康指導や
栄養指導などを行う仕事です。

役場で働いてみませんか？

保健師・栄養士を募集！

●雇用期間　平成22年8月1日～平成23年3月31日

●勤務形態　月曜日～金曜日　8時30分～17時

●賃　　金　日給　7,400円

●社会保険　雇用保険、健康保険、厚生年金

●要　　件
　○保健師　保健師又は訪問看護の経験のある看護師。
　○管理栄養士　 管理栄養士又は個別指導の経験のあ

る栄養士。
＊普通自動車免許が必要。

●募集人員　保健師２名　管理栄養士２名

問合先　健康増進課　長寿健康係　☎73－3130

制度改正や手続きなどの、暮らしに役立つ情報をお知らせします



国
勢
調
査
実
施
本
部
を
設
置

　

６
月
１
日
、
工
藤
町
長
を
実
施
本
部

長
と
す
る
「
国
勢
調
査
日
出
町
実
施
本

部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

事
務
局
を
総
務
課
内
に
置
き
、
お
よ

そ
１
２
０
人
の
調
査
員
と
20
人
の
指
導

員
で
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
調
査
員
１

人
に
つ
き
、
お
よ
そ
１
０
０
世
帯
を
調

査
し
ま
す
。

本
年
10
月
に
、国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す 

④

国
勢
調
査
日
出
町
実
施
本
部
を
設
置

国
勢
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

●
問
合
先

　

総
務
課
広
報
広
聴
係　

　

☎
73
‐
３
１
５
０

　

本
年
10
月
に
「
国
勢
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。
国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で

い
る
す
べ
て
の
人
や
世
帯
を
対
象
と
す
る
国
の
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査
で
、

国
内
の
人
口
や
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
５
年
ご
と
に
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
は
国
勢
調
査
員
が
調
査
票
を
世
帯
ご
と
に
配
布
し
、
調
査
員
ま
た
は
町

に
直
接
調
査
票
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

国
勢
調
査
へ
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ　

調
査
の
方
法
は
？

Ａ 　

９
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
皆
さ
ま

の
お
宅
を
訪
問
し
て
調
査
票
を
配
布

し
、
10
月
１
日
現
在
の
状
況
を
調
査

票
に
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

 　

10
月
上
旬
に
調
査
員
が
調
査
票
の

回
収
に
伺
い
ま
す
。
10
月
１
日
で

国
内
に
居
住
し
て
い
る
す
べ
て
の
人

が
調
査
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
（
外

国
人
も
含
ま
れ
ま
す
。
）

Ｑ　

調
査
員
は
ど
ん
な
人
な
の
？

Ａ 　

調
査
票
を
配
布
・
回
収
す
る
調
査

員
は
、
総
務
大
臣
が
任
命
す
る
非
常

勤
の
国
家
公
務
員
で
す
。

Ｑ　

ど
ん
な
こ
と
を
調
べ
る
の
？

Ａ 　

男
女
の
別
、
出
生
の
年
月
、
国
籍
、

就
業
状
態
、
通
勤
・
通
学
地
な
ど
世

帯
員
一
人
一
人
に
つ
い
て
調
べ
る
ほ

か
、
世
帯
の
種
類
、
世
帯
員
の
数
、

住
居
の
種
類
な
ど
世
帯
に
つ
い
て
調

べ
ま
す
。
調
査
項
目
は
全
部
で
20
項

目
あ
り
ま
す
。

Ｑ　

 

ど
う
し
て
も
答
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
？

Ａ 　

調
査
票
が
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
り

正
し
い
回
答
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
り

す
る
と
、
誤
っ
た
統
計
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
を
防
ぐ

た
め
、
「
統
計
法
」
及
び
「
国
勢
調
査

令
」
で
回
答
の
義
務
に
つ
い
て
規
定

し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
国
勢
調
査

に
参
加
す
る
こ
と
は
私
た
ち
の
義
務

の
一
つ
な
の
で
す
。

知
っ
て
お
き
た
い
町
政
情
報



■ 

普
通
徴
収
額
の
欄
に
保
険
料
額
が
入

　

っ
て
い
る
場
合

　

該
当
月
の
納
期
限
ま
で
に
、
同
封
し

て
あ
る
納
付
書
で
保
険
料
を
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
口
座
振
替
の
申
請
を
さ
れ

て
い
る
方
は
、
指
定
金
融
機
関
の
口
座

か
ら
引
き
落
と
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

平
成
22
年
度
の
保
険
料
が
決
ま
り
ま
し
た

保
険
料
額
決
定
通
知
書
と
保
険
証
を
送
付
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
問
合
先

　

健
康
増
進
課
国
保
医
療
係　

　

☎
73
‐
３
１
３
３

新
し
い
保
険
証
を
送
付

　

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
は
７
月
31
日

で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。

　

７
月
中
旬
に
新
し
い
保
険
証
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
８
月
１
日
か
ら
は
新
し

い
保
険
証
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
保
険
料
額
決
定
通
知
書
と
保

険
証
は
、
別
々
に
送
付
し
ま
す
。

　

医
療
費
の
負
担
割
合
（
一
部
負
担
金

の
割
合
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
中

の
所
得
に
基
づ
き
判
定
し
て
い
ま
す
。

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証

　

町
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
す
れ

ば
、
１
カ
月
ご
と
の
１
医
療
機
関
で
の

窓
口
の
支
払
額
（
保
険
診
療
分
）
が
自

己
負
担
限
度
額
ま
で
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
食
事
代
、
保
険
適
用
外
の
差

額
ベ
ッ
ド
代
な
ど
は
別
途
負
担
し
て
く

だ
さ
い
。

　

現
在
発
行
し
て
い
る
「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
認
定
証
」
は
７
月
31

日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。

　

８
月
以
降
も
必
要
な
方
は
新
た
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

対
象
者　

平
成
22
年
度
町
民
税
非
課

税
世
帯

■ 

申
請
に
必
要
な
も
の　

保
険
証
／
印

鑑
／
過
去
１
年
間
に
合
計
で
90
日

を
越
え
る
入
院
が
あ
れ
ば
、
入
院
日

数
が
分
か
る
証
明
書
（
領
収
書
等
）

会
社
の
都
合
に
よ
り
失
業
さ

れ
た
方
へ
・
保
険
料
減
免
制
度

　

会
社
の
都
合
に
よ
り
失
業
さ
れ
た
方

は
、
申
請
す
る
と
保
険
料
が
減
免
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
送

付
し
ま
す

　

平
成
22
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
７
月
中

旬
に
決
定
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
方
に
は
、
年
金
か
ら
直

接
天
引
き
さ
れ
る
「
特
別
徴
収
」
と
納

付
書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
り
支
払
う

「
普
通
徴
収
」
が
あ
り
ま
す
。
自
分
が

ど
ち
ら
の
方
法
で
支
払
う
の
か
は
、
保

険
料
額
決
定
通
知
書
の
「
期
別
保
険
料

額
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
月
ご
と
の
支

払
額
と
支
払
い
方
法
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
（
下
図
参
照
）

■ 

特
別
徴
収
額
の
欄
に
保
険
料
額
が
入

　

っ
て
い
る
場
合

　

 　

該
当
月
の
年
金
か
ら
保
険
料
が
天

引
き
さ
れ
、
残
額
の
年
金
が
口
座
へ

振
り
込
ま
れ
ま
す
。

保険料額決定通知書

制度改正や手続きなどの、暮らしに役立つ情報をお知らせします



採ったばかりのイチゴをほお張る園児

い
ち
ご
狩
り
体
験

ほ
っ
ぺ
も
服
も
ま
っ
か
っ
か
！

「ほっぺが赤くなった」と話す小
春ちゃん

　

５
月
28
日
、
大
神

照
川
の
岩
城
保
さ
ん

所
有
の
イ
チ
ゴ
ハ
ウ

ス
で
イ
チ
ゴ
狩
り
体

験
が
行
わ
れ
、
大
神

幼
稚
園
と
真
那
井
幼

稚
園
の
園
児
30
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
い
ち
ご

の
収
穫
体
験
を
と
お

し
て
農
業
と
ふ
れ
あ

い
、
食
の
大
切
さ
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い

と
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
赤
く
実
っ
た

大
き
な
い
ち
ご
を
見
つ
け
る
と

「
お
っ
き
い
！
お
い
し
そ
う
！
」

と
大
は
し
ゃ
ぎ
。
初
め
て
い
ち
ご

狩
り
を
体
験
し
た
と
い
う
真
那
井

幼
稚
園
の
渡
辺
さ
く
ら
ち
ゃ
ん
が

「
甘
く
て
お
い
し
い
、
帰
っ
て
お

母
さ
ん
に
も
食
べ
て
も
ら
い
た

い
」
と
、
大
神
幼
稚
園
の
三
浦
小

春
ち
ゃ
ん
は
「
甘
す
ぎ
て
ほ
っ
ぺ

が
赤
く
な
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
イ
チ
ゴ
の
果

汁
で
服
を
ま
っ
か
っ
か
に
し
な
が

ら
口
に
ほ
お
ば
り
、
持
ち
帰
り
用

の
パ
ッ
ク
に
た
く
さ
ん
の
イ
チ
ゴ

を
詰
め
て
い
ま
し
た
。

　

岩
城
さ
ん
は
「
ス
ー
パ
ー
で
し

か
見
た
こ
と
が
な
い
子
が
多
い
と

思
う
。
収
穫
す
る
前
の
土
で
育
っ

て
い
る
イ
チ
ゴ
を
見
て
も
ら
い
、

農
業
の
大
切
さ
を
分
か
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。



役場へ訪れた出場メンバーと監督

日
出
町
戦
没
者
追
悼
式

７
２
４
柱
に
献
花

献花する参列者

町
へ
寄
附

町
の
活
性
化
に
役
立
て
て

寄附金を手渡す岡山副会長

　６月 20日、町中央公民館で萬里図書館創立

100周年の記念式典が開催され、これまで図書

館運営や読書推進活動などに尽力した、12 の

個人や団体を表彰しました。この後、童話屋の

田中和雄氏が「いい絵本や詩集から深い知恵を

学ぶ」をテーマに講演を行いました。

講演を聞く参加者

小
学
生
12
人
が
県
代
表
と
し
て

九
州
大
会
・
全
国
大
会
出
場

　

６
月
11
日
、
速
見
ク
ラ
ブ
ジ
ュ

ニ
ア
（
卓
球
競
技
）
の
メ
ン
バ
ー

が
、
６
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
開

催
さ
れ
る
各
種
九
州
大
会
や
全
国

大
会
に
大
分
県
代
表
と
し
て
出
場

す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
出
場
メ
ン

バ
ー
や
吉
川
明
義
監
督
が
役
場
を

訪
れ
、
工
藤
町
長
に
出
場
報
告
を

し
ま
し
た
。

　

８
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る

「
全
国
ホ
ー
プ
ス
」
に
出
場
す
る

　

６
月
４
日
、
町
中
央
公
民
館
で

「
日
出
町
戦
没
者
追
悼
式
」
が
行

わ
れ
、
遺
族
ら
お
よ
そ
３
５
０
人

が
出
席
し
、
７
２
４
柱
に
献
花
し

ま
し
た
。

　

工
藤
町
長
が
「
戦
争
の
な
い
平

和
な
世
界
の
た
め
に
貢
献
し
て
い

き
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
た
後
、

遺
族
を
代
表
し
て
本
田
哲
明
さ
ん

が
「
こ
の
悲
し
い
歴
史
を
繰
り
返

さ
な
い
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
追

悼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

６
月
10
日
、
町
内
の
若
手
自
営

業
者
で
構
成
す
る
「
あ
お
ぞ
ら
会
」

の
佐
藤
義
弘
会
長
と
岡
山
栄
蔵
副

会
長
が
役
場
を
訪
れ
、
「
町
の
活
性

化
の
た
め
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
寄
附
金
を
町
長
へ
手
渡
し
ま
し

た
。

　

こ
の
寄
附
金
は
、
か
れ
い
祭
り

の
際
、
同
会
が
出
展
し
た
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
売
上
金
の
一
部
。

　

か
れ
い
祭
り
で
は
、
来
客
者
用

の
駐
車
場
整
理
や
会
場
警
備
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
も
活
躍
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

猪
俣
和
起
く
ん
（
大
神
小
６
年
）

が
、
「
よ
い
成
績
を
残
せ
る
よ
う
み

ん
な
で
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
決
意

表
明
し
ま
し
た
。

萬里図書館100周年を記念して

記念式典を開催

まちの
わだい 町内であった「あんなこと」、「こんなこと」を

お知らせするコーナー
情報提供はこちら
総務課広報広聴係☎ 73－3150　FAX 72－7294



７月４日(日) 松本整形外科クリニック 73－2775
　　11日(日) さくら医院 28－0777
　　18日(日) 金田耳鼻咽喉科 28－0810
　　19日(月) こうまつ循環器科内科クリニック 73－0077
　　25日(日) 吉岡内科医院 73－2787
８月１日(日) 鈴木病院 73－2131
　　８日(日) サンライズ酒井病院 72－2266
　　15日(日) 河野医院 72－2302
　　22日(日) 真那井診療所 72－5270

●休日当番医
※診療時間  ９：00～17：00
※ 発行後に変更になる場合があります。各医療機関や日出町健
康増進課☎73－3130にご確認ください。

　日出町地域包括支援センター（役場健康増進課内）
では、高齢者の健康状態や日常生活の状況をお聞きす
るために、「高齢者実態把握調査」を行っています。
　町の職員が自宅にお伺いしますので、普段の生活の
中で不便に思っていることや不安に思っていることな
どなんでも相談してください。
　今後の生活に役立つ介護や福祉等の情報提供をしま
す。
＊訪問前には、ハガキでお知らせします。

■訪問時期　７月・８月
■ 訪問対象者　豊岡・日出地区の 75歳以上の高齢者夫
婦（要介護認定を受けている世帯は除きます）
＊他の地区については今後訪問する予定です。
■問合先　日出町地域包括支援センター☎ 73－ 3115

高齢者の日常生活の状況をお伺

いします

高齢者実態把握調査のお知らせ

成
行
区
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

お
母
さ
ん
教
室
開
催

　　

妊
娠
中
の
お
母
さ
ん
を
対
象
に
、
妊

娠
中
の
生
活
に
つ
い
て
の
話
や
調
理
実

習
を
行
い
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ

て
、
教
室
で
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

　

他
の
妊
婦
さ
ん
と
交
流
で
き
る
よ
い

機
会
に
も
な
り
ま
す
。

　

参
加
希
望
者
は
、
各
回
の
10
日
前
ま

で
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
【
お
母
さ
ん
と
子
ど
も
は

　
　
　
　
　
　
　

守
ら
れ
て
い
ま
す
】

　

母
と
子
の
制
度
の
話
等　

　

８
月
３
日
（
火
）
10
時
〜
11
時
30
分

②
【
妊
娠
・
授
産
期
の
食
事
】

　

管
理
栄
養
士
の
話
、
調
理
実
習　

　

８
月
17
日
（
火
）
10
時
〜
12
時
30
分

③
【
楽
な
お
産
を
す
る
た
め
に
】

　

 

お
産
の
し
く
み
、
お
っ
ぱ
い
の
お
話

８
月
25
日
（
水
）
10
時
〜
12
時

■
と
こ
ろ　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■ 

持
っ
て
来
る
も
の　

・
母
子
健
康
手

帳
・
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
配
布

し
た
資
料
、
筆
記
用
具
、
②
の
教
室

に
は
エ
プ
ロ
ン
と
三
角
巾
も
必
要
で

す
。

■ 

申
込
・
問
合
先　

福
祉
対
策
課
子
育

て
支
援
係　

☎
73-

３
１
２
１

　

６
月
12
日
、
成
行
区
で
健
康
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
行
わ
れ
、
地
域
の
方
お
よ

そ
40
人
が
参
加
し
、
町
の
保
健
師
や
栄

養
士
を
招
き
、
食
育
や
健
診
を
受
け
る

こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
講
話
を
受
け

ま
し
た
。

　

同
区
で
は
、
区
民
の
ふ
れ
あ
い
と
健

康
づ
く
り
の
た
め
に
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

町の保健師の話を聞く参加者

健 康
ペ ー ジ

子 育 て



児童館へおいで！

日出町地域子育て支援センター
 ☎２８―１２１２

■子育て広場（乳幼児）
　とき　月～金　9時～16時
■子育て相談（乳幼児）
　とき　月～金　9時～16時
■歯科講習会（0歳～就学前まで）
　とき　7日（水）11時～12時
■出張子育て広場（0歳～就学前まで）
　とき　14日（水）10時～12時
　ところ　豊岡地区公民館
■赤ちゃん広場（0歳～）
　とき　15・21日10時～12時

日出町児童館 ☎７２―０３２３

■たのしい絵本読み聞かせ（乳幼児）
　とき　16日（金）11時15分～11時45分
■親子で楽しい３Ｂ体操（３～５歳児）要申込
　とき　23日（金）11時～12時
■夏休み読み聞かせ（小学生）
　とき　26日（月）13時30分～14時30分
■ストレッチ空手教室（4歳～小学生）要申込
　とき　27日（火）13時30分～15時30分
■ボールであそぼ（小学生）
　とき　28日（水）13時30分～15時
■スポーツチャンバラ（年長児～小学生）
　とき　29日（木）13時30分～15時30分
■大型積み木遊び（2歳以上の幼児）要申込
　とき　31日（土）10時30分～11時30分
■大型積み木遊び（小学生）要申込
　とき　8月3日（火）13時30分～15時

さざんか児童館 ☎７２－８３８３

■親子グループ活動
　 ７月の活動　○ひよこグループ（0、1歳
児）6・13・20日　○ぱんだグループ（3～
5歳児）7・14・21日　○うさぎグループ（2
歳）8・15・22日

■集まれ！ちびっこ
　とき　23日（金）10時30分～
　ところ　川崎地区公民館

子宮頸がん・乳がん検診が
無料で受診できます

検診時間は10分程度

　女性特有のがん（子宮頸がん・乳がん）検診を無
料で受診できるクーポン券を次の対象者に送付しま
す。（４月20日現在、日出町に住民票があることが条
件です）
　受診の方法や場所については、７月中にクーポン
券と一緒に送付します。

早期発見・早期治療が大事

●子宮頸がん
　子宮頸がんは、HPV（ヒトパピローマウイルス）

の感染が原因で、過去 20年間で 20代から 30代の

方に急増しています。

●乳がん
　乳がんは、30代から 40代の方に多いがんで、年

間に１万人以上の方が亡くなっています。

子宮頸がん検診対象者

年　齢 生　年　月　日

20歳   平成元年４月２日～平成２年４月１日

25歳 昭和59年４月２日～昭和60年４月１日

30歳 昭和54年４月２日～昭和55年４月１日

35歳 昭和49年４月２日～昭和50年４月１日

40歳 昭和44年４月２日～昭和45年４月１日

乳がん検診対象者

年　齢 生　年　月　日

40歳 昭和44年４月２日～昭和45年４月１日

45歳 昭和39年４月２日～昭和40年４月１日

50歳 昭和34年４月２日～昭和35年４月１日

55歳 昭和29年４月２日～昭和30年４月１日

60歳 昭和24年４月２日～昭和25年４月１日

　上記対象年齢以外の方も、日出町が行うがん検
診（有料）を受診することができます。下記まで
お問い合わせください。

■問合先　健康増進課長寿健康係
　　　　　☎73－3130



町
政
で
健
康
増
進
の
取
り
組
み
を
強
化

　

好
ん
で
病
気
に
な
る
人
は
い
な
い
が
、健

康
に
随
分
と
無
関
心
な
人
も
た
く
さ
ん
い
ま

す
。逆
に
日
ご
ろ
か
ら
随
分
と
健
康
管
理
に

配
慮
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。何
れ
に
し
て

も
ひ
ど
く
健
康
を
損
ね
て
し
ま
う
の
は
大
変

残
念
な
こ
と
で
す
。

　

以
前
に
他
の
広
報
紙
に
投
稿
を
求
め
ら
れ

て
、ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
題
し
て
原

稿
を
書
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。趣
旨
は
人

び
と
が
自
ら
の
健
康
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な

が
ら
、健
康
の
維
持
、改
善
を
し
て
欲
し
い
と

い
う
も
の
で
す
。

　

現
在
は
、健
康
を
損
な
っ
て
か
ら
行
う
疾

病
対
策
か
ら
、病
気
に
な
ら
な
い
た
め
の
健

康
づ
く
り
対
策
を
講
じ
る
方
向
へ
の
転
換
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
の
主
役
は
あ
く
ま
で
一
人
ひ

と
り
の
個
人
に
あ
り
、あ
ら
ゆ
る
生
活
の
場

が
健
康
づ
く
り
の
場
で
あ
り
、健
康
づ
く
り

に
個
人
が
参
加
す
る
と
い
う
こ
と
を
重
視
し

て
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
今
後
の
行
政
の
取
り
組
み
は
、個

人
自
ら
が
健
康
の
改
善
に
取
り
組
め
る
よ

う
、必
要
な
支
援
や
健
康
を
考
え
る
環
境
を

整
え
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　

最
近
、職
員
の
健
康
診
断
結
果
を
見
る
と
、

健
康
を
損
な
っ
て
い
る
人
が
目
に
付
き
ま

す
。

　

日
出
町
の
職
場
だ
け
の
特
異
な
現
象
か
と

思
い
、他
の
自
治
体
首
長
に
も
問
い
か
け
て

み
る
と
、ど
う
も
そ
の
傾
向
は
共
通
し
て
う

か
が
え
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

　

健
康
を
損
な
う
と
一
番
困
る
の
は
本
人
、

ま
た
そ
の
家
族
で
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、自
治

体
職
員
で
あ
れ
ば
住
民
の
皆
さ
ん
に
多
大
な

迷
惑
を
か
け
、本
来
の
行
政
の
目
的
や
公
務

員
と
し
て
の
使
命
を
果
た
せ
な
く
な
り
ま

す
。

　

毎
年
職
員
の
総
合
健
診
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、平
成
21
年
度
の
基
本
健
診
の
受
診
結
果

を
み
る
と
、幼
稚
園
教
諭
を
除
く
職
員
１
９

８
人
中
に
要
精
密
検
査
が
32
人
、要
継
続
治

療
が
34
人
、新
規
要
治
療
が
12
人
で
、要
治
療

以
上
が
46
人
の
23
％
、要
精
密
検
査
以
上
で

は
78
人
の
39
％
と
な
っ
て
お
り
、職
員
の
約

４
割
に
健
診
後
の
健
康
指
導
の
徹
底
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、日
出
町
の
平
成
22
年
度
の
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
当
初
予
算
を
み
る
と
、所

用
額
は
28
億
７
，５
０
０
万
円
、前
年
度
対
比

で
５
％
の
伸
び
、介
護
保
険
で
は
21
億
４
，２

０
０
万
円
で
前
年
度
対
比
５
．８
％
の
伸
び

を
み
せ
て
い
ま
す
。

　

一
般
行
政
経
費
の
節
減
を
図
り
な
が
ら
町

政
の
運
営
を
推
進
す
る
中
で
、高
い
比
率
で

医
療
費
な
ど
の
扶
助
費
は
増
加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
ま
す
。今
後
の
財
政
運
営
の
健
全

化
の
方
向
は
、増
収
対
策
に
も
限
界
が
あ
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
の
地
域
住
民
の
健
康
増
進
対

策
の
徹
底
に
よ
り
、支
出
の
抑
制
を
図
る
ほ

か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、平
成
17
年
度
に
は
福
祉
保
健

課
に
31
人
の
職
員
配
置
で
あ
り
ま
し
た
が
、

平
成
18
年
度
か
ら
福
祉
対
策
課
21
人
と
健
康

増
進
課
36
人
に
二
分
し
、全
体
で
57
人
体
制

と
し
て
、よ
り
き
め
細
や
か
な
対
応
で
福
祉

医
療
事
業
の
推
進
を
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
健
康
に
関
し
て
は
高
齢
者
支
援
事

業
、地
域
支
援
事
業
、健
康
増
進
事
業
な
ど
を

通
し
て
さ
ら
に
高
い
レ
ベ
ル
の
健
康
指
導
、

啓
発
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

個
人
の
家
庭
、学
校
、職
場
、公
共
の
場
で

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
着
目
し
、老
化
な
ど

本
来
か
ら
あ
る
人
間
と
し
て
の
側
面
と
と
も

に
、本
人
の
生
活
習
慣
、自
然
環
境
な
ど
を
考

え
な
が
ら
、健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
、こ
れ

ま
で
以
上
に
個
人
に
対
し
て
の
支
援
強
化
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。

学
校
に
パ
ソ
コ
ン
、電
子
黒
板
を
導
入

　

こ
の
た
び
時
代
に
即
応
し
て
平
成
21
年
度

予
算
で
町
内
の
各
学
校
に
デ
ジ
タ
ル
テ
レ

ビ
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
等
の
整
備
を
行
い
ま
し

た
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
関
係
で
は
、各
小
学
校
を

中
心
に
児
童
生
徒
用
パ
ソ
コ
ン
を
１
６
０

台
、電
子
黒
板
用
パ
ソ
コ
ン
26
台
、学
校
図
書

館
用
パ
ソ
コ
ン
７
台
の
合
計
１
９
３
台
の
新

鋭
機
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

周
辺
機
器
を
含
ん
で
パ
ソ
コ
ン
購
入
に

４
，４
８
５
万
６
千
円
、電
子
黒
板
設
置
に
７

８
３
万
３
千
円
、総
額
で
５
，２
６
８
万
９
千

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
パ
ソ
コ
ン
機
器
の
導
入
は
、学
校

現
場
の
意
向
を
十
分
に
取
り
入
れ
、既
存
機

器
の
更
新
、ソ
フ
ト
や
プ
リ
ン
タ
ー
等
の
整

備
を
行
い
、平
成
10
年
か
ら
平
成
12
年
に
導

入
し
た
機
器
の
更
新
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

平
成
13
年
度
に
購
入
の
大
神
中
学
校
、平

成
15
年
度
の
日
出
小
学
校
、平
成
18
年
度
の

日
出
中
学
校
は
予
算
の
都
合
で
次
期
の
導
入

と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
結
果
、こ
れ
ま
で
の

設
置
台
数
３
８
９
台
に
、今
回
設
置
の
１
９

３
台
で
、総
台
数
は
５
８
２
台
と
な
り
ま
し

た
。

　

日
出
町
の
小
中
学
校
生
徒
は
約
２
，５
０

０
人
で
す
。こ
れ
ま
で
の
配
置
台
数
は
平
均

で
生
徒
６
．４
人
あ
た
り
１
台
で
し
た
が
、今

回
の
措
置
に
よ
り
、４
．３
人
に
１
台
の
割

合
に
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、国
の
整
備

目
標
は
３
．６
人
に
１
台
と
な
っ
て
お
り
、引

き
続
き
整
備
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。特
に
平
成
18
年
度
に
購
入
の
日
出
中
学

校
は
、生
徒
６
９
１
人
に
対
し
て
45
台
と
な

っ
て
お
り
、生
徒
15
．４
人
に
１
台
、配
置
台

数
が
少
な
い
点
に
課
題
が
あ
り
、今
後
で
き

る
だ
け
早
い
時
期
で
の
更
新
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、平
成
20
年
度
に
は
、小
学

校
教
師
用
パ
ソ
コ
ン
98
台
、中
学
校
教
師
用

パ
ソ
コ
ン
62
台
と
計
１
６
０
台
を
購
入
し
ま

し
た
。こ
れ
は
５
年
の
リ
ー
ス
契
約
で
あ
り
、

１
年
間
に
５
５
６
万
３
千
円
、５
年
間
の
総

額
で
２
，７
８
１
万
５
千
円
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

　

６
月
中
旬
に
町
内
の
各
小
学
校
の
校
舎
、

特
別
教
室
、備
品
配
置
の
状
況
を
視
察
し
ま

し
た
が
、教
育
委
員
会
の
ご
意
見
を
お
聞
き

し
な
が
ら
学
校
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

 

（
次
号
に
つ
づ
く
）

町
政
だ
よ
り

そ
の
43

日
出
町
長

工
藤　

義
見



 ④

　今から 414 年前、文禄 5 年 7 月
12 日、大地震で府内の「瓜生島」
が沈んだという。
　この時、大津波が押し寄せ、豊岡
では小浦・頭成・島山・太田、日出
では浜・堀、川崎では清家・則次・
満願寺・金井田川流域・内野、大神
では深江・糸ケ浜・丸尾川流域・真
那井・観音などに大きな被害を与
え、塩害で作物の収穫が減少した。
　金井田川では、標高 32 ｍの千騎
まで海水が押し寄せたという。
　軒の井では柿の木の枝に魚が
引っ掛かっていたという話を残して
いる。
　一方、山地では激しい振動で山肌
が崩れ、人家や田畑を埋めた。
　城山の中腹、標高 150 ｍ辺りの
急斜面が広範囲に崩れ上仁王を埋め
た。埋もれた所を「つえ入り」とい
う。崩れた斜面は今、小字「ツエ」
という。ツエの語源は「潰れる」で、
「ツエル」→「ツエ」となった。
　黒岩の上、「尾久保」は「大きく
くぼむ」→「大窪」→「尾久保」と
変わり、ここも崩れたところであっ
た。

　ツエの下方に大石（６ｍ×４ｍ）
がある。大地震で転がり落ち、ここ
で止まってくれたという。
　そこで、ここに「仁王山の神」の
祠をつくり、この大石をご神体とし
て祀っている。

「日出町の歴史・文化」を語る会
魚住　修三　筆

～文禄の大地震～
新刊案内
「天下りの真実」
  市村浩一郎：著  
  PHP研究所

「アートを楽しむ生き方」
  日野原重明・松本猛：著
  新日本出版社

図書館だより

「NPO」という造語を考えた
著者が、真の公務員制度とは
何かを示す。

芸術を楽しむことは、人生を楽
しむこと。芸術の力やいのちに
ついて語り合う。

「ねむり学入門」
  神山潤：著 　新曜社

「平城京を歩く」
  森郁夫・甲斐弓子：著 
  淡交社

睡眠をめぐる脳・こころ・身
体・生活を講義形式で解説す
る。

考古学の見地から、在りし日
の平城京をたどる。

休館日
5 日・11日・12日・19日・25日・26日

読み聞かせ
萬里図書館２階おはなしのへやで開催しています。

　●ブーフーウーによる読み聞かせ
　　とき　7月 10日（土）・31日（土）
　　　　　10時 30分～ 11時 30分
　　対象　幼児から小学校低学年

　●ＦＵＭＵＦＵＭＵ（ふむふむ）による読み聞かせ
　　とき　7月 23日（金）　11時～ 11時 30分
　　対象　0歳から 5歳くらいまで

問合先
萬里図書館　72－ 2851

ご神体として祀られている大石

こどもとしょかんまつり
　　とき　７月 24日（土）10時 30分～ 12時
　　ところ　おはなしのへや
　　内容　読み聞かせ・パネルシアター・工作など



募 

集

し
い
た
け
作
り
研
修
生
募
集

【
栽
培
基
礎
研
修
】

▼
開
講
予
定
日　

９
月
12
日（
日
）

▼
と
き　

日
曜
日
４
回

▼ 

と
こ
ろ　

農
林
水
産
指
導
研
修

セ
ン
タ
ー
（
豊
後
大
野
市
三
重

町
）

▼
定
員　

40
名

【
生
産
現
場
通
型
研
修
】

　

現
地
実
習
主
体
。日
程
等
は
受

け
付
け
後
協
議
し
ま
す
。

▼
期
間　

12
日
間
。
半
年
程
度

▼
定
員　

８
名
程
度

▼
締
切　

７
月
30
日
（
金
）

▼ 

申
込
・
問
合
先　

大
分
県
東
部

振
興
局
☎
０
９
７
８
‐
７
２
‐

０
１
５
６

試 

験

防
衛
省
職
員
採
用
Ⅲ
種
試
験

▼ 

受
付
期
間　

７
月
１
日（
木
）〜

７
月
20
日
（
火
）

▼ 

試
験
区
分　

一
般
事
務
、
電
気
、

機
械
、
土
木
、
建
築

▼ 

受
験
資
格　

平
成
元
年
４
月
２

日
〜
平
成
５
年
４
月
１
日
生

▼ 

第
１
次
試
験
及
び
試
験
地

　

９
月
26
日（
日
）別
府
市
他

▼ 

申
込
・
問
合
先　

九
州
防
衛
局
☎

０
９
２
‐
４
８
３
‐
８
８
１
５

講 

座

子
育
て
支
援
UP
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
パ
ソ
コ
ン
講
座
」

　

年
齢
・
性
別
を
問
い
ま
せ
ん
。有

料
託
児
あ
り
ま
す
。

【
エ
ク
セ
ル
初
級
講
座
】

○ 

と
き　

８
月
５
・
19
・
26
日

　

10
時
〜
12
時

○
と
こ
ろ　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
ワ
ー
ド
応
用
講
座
】

○
と
き　

８
月
６
・
20
・
27
日

　

10
時
〜
12
時

○ 

と
こ
ろ　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー

【
無
料
Ｉ
Ｔ
相
談
】

○ 

と
き　

８
月
５
・
19
・
26
日

　

13
時
〜
15
時

○
と
こ
ろ　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
受
講
料　

２
，
５
０
０
円

▼
募
集
期
限　

７
月
23
日
（
金
）

▼ 

申
込
・
問
合
先　

パ
ワ
ー
ウ
ェ

ー
ブ
日
出
☎
75
‐
８
６
３
７

親
子
「
料
理
教
室
」

　
「
お
昼
ご
飯
は
ま
か
せ
て
！
」

を
テ
ー
マ
に
、ピ
ザ
を
中
心
と
し

た
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

定 期 相 談
●行政相談
　ところ　役場新館3階332会議室

　と　き　毎月第1火曜日　10時～15時

　問合先　総務課　☎73－3150

●心配ごと相談
　ところ　役場新館3階332会議室

　と　き　毎月第2火曜日　10時～15時

　問合先　福祉対策課　☎73－3121

●心配ごと相談・行政相談合同相談会
　ところ　役場新館3階332会議室

　と　き　7月20日火曜日　10時～15時

　問合先　総務課　☎73－3150

●障がい児・者等支援相談
　 相談先　社会福祉法人「みのり村」みのり障が

い者生活支援センター　☎72－2818

●障がい児・者生活支援相談
　相談先　太陽の家障害者生活支援センター

　☎72－1682（受付時間：7時～21時）

●高齢者総合相談
　 相談先　日出町地域包括支援センター（健康

増進課内）☎73－3115

●家庭児童・母子婦人相談
　相談先　　福祉対策課　☎73－3121　

●無料人権相談所
　相談先　大分地方法務局杵築支局　

　☎0978－62－2271

●法律相談　（要予約）
　ところ　日出町保健福祉センター　相談室

　と　き　毎月第2・4火曜日（祭日の場合は休み）

　　　　　13時30分～16時30分

　費　用　３０分につき5,000円

　申込・問合先　大分県弁護士会

　☎097－536－1458

＊ 杵築市では毎週金曜日、国東市では毎月第

2・3・4木曜日に開催しています。

まちの掲示板



　

７
月
17
日（
土
）ま
で
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

７
月
24
日
（
土
）

　

10
時
〜
13
時

▼ 

と
こ
ろ　

別
府
大
学
食
物
栄
養

学
科　

35
号
館
調
理
実
習
室

▼ 

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

子
ど
も
は
上
履
き

▼ 

対
象　

幼
稚
園
、
保
育
園
児
、

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
、
大
人

だ
け
で
も
可

▼
定
員　

24
組
（
先
着
順
）

▼ 

費
用　

大
人
５
０
０
円
、
園

児
・
小
学
生
３
０
０
円
、
２
人

目
か
ら
２
０
０
円

▼ 

申
込
・
問
合
先　

別
府
大
学
食

物
栄
養
学
科
☎
66
‐
９
６
３
０

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

　

講
習
の
日
時
・
場
所
な
ど
に
つ

い
て
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 
受
付
期
間　

７
月
26
日（
月
）

〜
８
月
２
日
（
月
）

▼ 

受
付
場
所　

各
地
区
危
険
物
安

全
協
会
事
務
局

▼ 

受
講
手
数
料　

４
，
７
０
０
円

　

（
大
分
県
収
入
証
紙
で
納
入
）

▼ 

講
習
区
分　

Ａ
・
給
油
取
扱
所
、

Ｂ
・
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
、Ｃ
・

そ
の
他

▼ 

問
合
先　

大
分
県
生
活
環
境
部

消
防
保
安
室
☎
０
９
７
‐
５
０

６
‐
３
１
６
０

そ
の
他

お
お
い
た
「
親
学
」
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、日
々
の

子
育
て
に
役
立
つ
情
報
を
集
め
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し

た
。

▼ 

問
合
先　

大
分
県
教
育
庁
社
会

教
育
課
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐

５
５
２
８ 

　

 h
ttp
://w
w
w
.o
ita
lll.jp

/o
y

　

a
g
a
k
u
/

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

機
械
シ
ス
テ
ム
系
・
電
子
シ
ス

テ
ム
系
・
建
築
シ
ス
テ
ム
系
の
３

系
７
コ
ー
ス
制
の
説
明
や
個
別
相

談
コ
ー
ナ
ー
も
開
設
し
ま
す
。

▼
と
き　

７
月
17
日
（
土
）
13
時

▼ 

と
こ
ろ
・
問
合
先　

大
分
県
立

工
科
短
期
大
学
校
☎
０
９
７
９

‐
23
‐
５
５
０
０

ま
な
び
の
広
場
「
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ

ス
タ
」

　

化
学
実
験
な
ど
を
体
験
し
な
が

ら
、無
料
で
学
べ
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書
を

印
刷
し
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

上
、①
電
子
メ
ー
ル
②
直
接
持
込

③
Ｆ
Ａ
Ｘ
④
郵
送
の
い
ず
れ
か
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊ 

プ
ロ
グ
ラ
ム
別
に
先
着
順
に
な

り
ま
す
の
で
、定
員
に
な
り
次

第
締
切
り
ま
す
。

▼ 

と
き　

８
月
１
日
（
日
）
10
時

〜
15
時

▼ 

と
こ
ろ　

大
分
県
立
社
会
教
育

総
合
セ
ン
タ
ー

▼ 

参
加
対
象　

小
学
３
年
生
〜
中

学
３
年
生

▼
申
込
締
切　

７
月
22
日
（
木
）

▼ 
申
込
先
・
問
合
先　

大
分
県
立

社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
☎
22

‐
７
７
６
３

　

h
ttp
://w
w
w
.o
italll.jp

/lld
c

今年4月より、上記の新体系事業へ移行いたしました。

社会福祉法人みのり村 日出部

①第１みのり学園
■障がい児施設
■ショートステイ事業

①
②

③
③みのりスマイル
■就労継続支援事業
■就労移行支援事業

②第２みのり学園・白百合園
■生活介護事業
■入所支援事業
■生活訓練事業
■ショートステイ事業
■グループホーム

■みのり障がい者生活支援センター
電話０９７７－７２－２８１８



福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア

　

福
祉
事
業
所
の
採
用
担
当
か
ら

直
接
話
を
聞
け
ま
す
。参
加
無
料
。

▼ 

と
き　

８
月
８
日
（
日
）
13
時

〜
16
時

▼ 

と
こ
ろ　

大
分
県
社
会
福
祉
介

護
研
修
セ
ン
タ
ー

▼ 

内
容　

就
職
面
談
、
各
種
相
談

（
無
料
託
児
コ
ー
ナ
ー
有
）

▼ 

申
込
・
問
合
先　

大
分
県
福
祉

人
材
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
７
‐
５

５
２
‐
７
０
０
０

日
出
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
見
直
し

　

都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
は
、県
が
広
域
的
な
観
点
か
ら

整
備
・
開
発
等
の
方
針
に
つ
い
て

定
め
る
も
の
で
す
。

　

平
成
16
年
に
現
行
の
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
し

た
が
、社
会
経
済
情
勢
の
変
化
等

を
受
け
、改
訂
作
業
を
行
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。つ
き
ま
し
て
は
、

皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
伺
う
た
め

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

● 
と
き　

７
月
15
日
（
木
）
19
時

〜
20
時

●
と
こ
ろ　

役
場
３
階
大
会
議
室

● 

問
合
先　

県
都
市
計
画
課
☎
０

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

　

国
立
唐
津
・
口
之
津
海
上
技
術

学
校
は
、国
土
交
通
省
の
所
管
す

る
学
校
で
、優
秀
な
船
舶
運
航
技

術
者
の
育
成
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。卒
業
生
に
は
海
技
資
格
に
お

け
る
特
典
と
高
等
学
校
卒
業
同
等

資
格
が
付
与
さ
れ
、海
運
界
は
も

ち
ろ
ん
そ
の
関
連
産
業
を
中
心
に

幅
広
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。

▼
体
験
入
学

○ 

唐
津
校　

７
月
24
日（
土
）・
10

月
16
日
（
土
）

○ 

口
之
津
校　

７
月
19
日（
月
）・

９
月
18
日
（
土
）

▼ 

入
学
願
書
受
付　

１
月
７
日

（
金
）
か
ら

▼ 

問
合
先　

唐
津
校
☎
０
９
５
５

‐
７
２
‐
８
２
６
８
／
口
之
津
校

☎
０
９
５
７
‐
８
６
‐
２
１
５
２

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

　

里
親
と
は
、さ
ま
ざ
ま
な
事
情

に
よ
り
家
庭
で
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
な
い
子
ど
も
を
家
庭
に
迎

え
入
れ
、温
か
い
雰
囲
気
の
中
で

豊
か
な
愛
情
を
持
っ
て
育
て
て
く

だ
さ
る
方
の
こ
と
で
、特
別
な
資

格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

期
間
は
さ
ま
ざ
ま
で
、お
盆
や

お
正
月
に
預
か
る「
ト
ラ
イ
ア
ル

里
親
」も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
里
親
制
度
説
明
会
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼ 

と
き　

７
月
30
日
（
金
）
13
時

30
分
〜

▼ 

と
こ
ろ　

役
場
３
階
３
３
２
会

議
室

▼ 

問
合
先　

大
分
県
中
央
児
童
相

談
所
☎
０
９
７
‐
５
４
４
‐
２

０
１
６

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

　

経
済
的
な
理
由
で
国
民
年
金
の

保
険
料
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
、保
険
料
の
納
付
が

免
除
ま
た
は
一
部
免
除
と
な
り
ま

す
。

○ 

本
人
お
よ
び
配
偶
者
、世
帯
主

の
前
年
所
得
が
一
定
以
下
で
あ

る
こ
と
が
条
件
で
す
。

○ 

現
在
免
除
を
受
け
て
い
る
人

で
、引
続
き
免
除
を
希
望
さ
れ

る
人
は
、７
月
以
降
改
め
て
申

請
が
必
要
で
す
。

▼ 

問
合
先　

住
民
課
年
金
係
☎
73

‐
３
１
２
２

福
祉
・
介
護
の
職
場
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か

　

関
心
の
あ
る
方
で
あ
れ
ば
ど
な

た
で
も
結
構
で
す
。参
加
無
料
。

▼ 

体
験
期
間　

７
月
１
日（
木
）

〜
翌
年
２
月
28
日
（
月
）
の
う

ち
、原
則
３
日
か
ら
５
日
間（
本

人
の
希
望
を
尊
重
）

▼ 

体
験
場
所　

県
内
の
社
会
福
祉

施
設

▼
締
切　

体
験
希
望
の
10
日
前

▼ 

申
込
・
問
合
先　

大
分
県
福
祉

人
材
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
７
‐
５

５
２
‐
７
０
０
０

　７月は社会を明るくする運
動強化月間です。
　犯罪や非行をした人たちの
立ち直りを助け、犯罪や非行
のない社会を築くため地域で
支え、すべての人が幸せに暮
らせる安全・安心な地域社会
を実現しましょう。

住民課　☎７３－３１２２

社会を明るくする運動

　犯罪や非行を防止し、立
ち直りを支える地域のチカ
ラ

消化器科・肛門科・外科・内科
泌尿器科・人工透析・リハビリテーション科

鈴 木 病 院
速見郡日出町3904番6

TEL㈹ 0977-73-2131

TEL㈹  0977-73-2151

すずらんクリニック
介護施設すずらん

h t t p：// www . s u z u k i - h p . o r . j p

久寿会
医療法人

腎臓内科

http://koumatu.or.jp/

まちの掲示板



９
７
‐
５
０
６
‐
４
６
５
９
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自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　

県
内
で
は
毎
年
３
０
０
名
前
後

の
方
が
自
ら
命
を
断
っ
て
い
ま

す
。悲
し
み
や
辛
さ
を
抱
え
て
暮

ら
す
ご
遺
族
の
心
の
ケ
ア
を
目
的

と
し
て
、つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
無
料
。事
前
の
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。

▼ 

対
象　

大
切
な
人
を
、
自
死
で

亡
く
さ
れ
た
ご
遺
族

▼ 

と
き　

８
月
５
日
（
木
）
14
時

〜
16
時

▼ 

と
こ
ろ　

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か

ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

内
容　

数
名
の
グ
ル
ー
プ
で
体

験
や
気
持
ち
を
語
り
合
い
、
分

か
ち
合
い
ま
す
。

▼ 

申
込
・
問
合
先　

大
分
県
こ
こ

ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー　

☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐

６
２
９
０

求 
人

【
正
社
員
】

●
現
場
管
理
者
１
人
●
屋
根
工
事

１
人
●
設
計
・
施
工
・
現
場
監
督

４
人
●
土
木
・
建
築
技
士
１
人
●

介
護
職
２
人
●
重
機
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
５
人
●
調
理
３
人
●
薬
剤
師
３

人
●
タ
ク
シ
ー
運
転
手
４
人
●

正
・
准
看
護
師
10
人
●
工
場
内
作

業
６
人
●
大
型
運
転
手
２
人
●
歯

科
衛
生
士
１
人
●
板
金
技
術
者
１

人
●
自
動
車
塗
装
工
１
人
●
半
導

体
製
品
技
術
者
１
人
●
リ
フ
レ
ク

ソ
ロ
ジ
ー
１
人
●
現
場
管
理
１
人

●
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

１
人
●
営
業
事
務
１
人
●
電
気
工

事
士
２
人
●
電
気
技
術
者
及
び
営

業
１
人
●
販
売
員
１
人
●
ワ
ー
ド

ロ
ー
ブ
業
務
１
人
●
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
よ
る
機
械
製
図
及
び
情
報
シ

ス
テ
ム
管
理
（
障
）
２
人
●
家
事

手
伝
い
１
人
●
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成

形
加
工
１
人
●
作
業
員
１
人
●
椅

子
の
レ
ザ
ー
縫
製
１
人
●
作
業
療

法
士
１
人

【
パ
ー
ト
】

●
精
肉
担
当
係
１
人
●
リ
ハ
ビ
リ

助
手
１
人
●
ラ
ー
メ
ン
店
調
理
・

接
客
２
人
●
接
客
及
び
雑
務
員
１

人
●
介
護
職
員
５
人
●
冠
婚
葬
祭

ア
シ
ス
タ
ン
ト
１
人
●
パ
ン
製
造

２
人
●
番
台
３
人
●
浴
室
清
掃
５

人
●
レ
ジ
業
務
１
人
●
障
が
い

者
・
高
齢
者
宅
、訪
問
登
録
ヘ
ル
パ

ー
５
人

▼ 

問
合
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別
府

☎
23-

８
６
０
９
日
出
町
商
工

観
光
課
☎
73-

３
１
５
８

お
誕
生
お
め
で
と
う

（　

）内
は
保
護
者
名
・
地
区
名

宇
野　

桃も
も
あ杏（
裕
治　

中
の
二
）

増
田　

光ら
い
と都（
賢　
　

日
出
本
町
）

脇　

希の

の

あ

乃
愛（
康
裕　

西
八
日
市
）

福
留　

健た
け
る琉（
勇
樹　

佐
尾
）

立
石　

楓
か
え
で　
（
諒　
　

佐
尾
）

坪
井　

心み

ゆ柚（
昭
一　

上
仁
王
）

江
藤　

優ゆ

い衣（
喜
隆　

東
仁
王
）

工
藤　

馨
か
お
る　
（
正　
　

東
仁
王
）

渡
辺
康こ
う
た
ろ
う

太
郎（
淳
之
介
東
仁
王
）

原　

愛ま

な菜（
寛
功　

内
堀
）

後
藤　

桜さ
あ
や彩（
修　
　

内
堀
）

高
井　

龍た
つ
や哉（
孝
行　

宗
行
）

岡
村
な
ご
み（
浩
司　

辻
の
尾
）

板
井　

奏か
な
の乃（
一
也　

成
行
）

笠
置　

陽よ
う
し
ん真（
裕
介　

内
野
）

野
村　

明あ
か
り莉（
考
志　

内
野
）

田
邊　

蒼あ
お
い依（
稔　
　

内
野
）

早
水
妃ひ

ま

り

真
莉（
真
二　

北
大
神
）

辻
本　

舞ま

き姫（
利
治　

後
村
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　
　
（　

）内
は
行
年
・
地
区
名

中
川　

安
宣（
69　

柏
川
）

阿
部　

定　
（
84　

団
地
南
）

岩
﨑
コ
ノ
エ（
97　

南
浜
）

村　

進　
（
84　

西
八
日
市
）

松
𠩤　

安
枝（
92　

東
仁
王
）

豊
東　

久
子（
87　

西
部
）

松
﨑
美
惠
子（
78　

宗
行
）

堀　
　

カ
ヨ（
95　

宗
行
）

阿
部　

ケ
マ（
81　

平
原
）

梶
原　

郁
子（
84　

北
大
神
）

大
保　

峯
子（
81　

大
神
中
央
）

丸
山
ト
リ
ヱ（
72　

三
尺
山
）

佐
藤　

繁
己（
68　

軒
の
井
）

河
野
ア
サ
ヨ（
83　

原
山
）

＊
以
上
５
月
届
出
分（
敬
称
略
）

　「日出町出会おう会」が娯楽映画の上映会を開
催します。同会は、地域での出会いやふれあいの
場を創ろうと活動しています。
●上映日　7月 9日（金）13時 30分～
●場所　　原山公民館
●費用　　お茶代として 100円
●問合先　☎ 72－ 6835（安藤）

「ビデオ上映会」in 原山公民館

　
「
大
分
県
子
ど
も
舞
台
芸
術
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」は
子
ど
も
た
ち
に
生
の
舞

台
を
見
て
も
ら
い
、豊
か
な
感
性
を
育

ん
で
も
ら
お
う
と
県
内
で
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

■ 

と
き　

７
月
10
日
（
土
）　

開
場
13

時
15
分
／
開
演
13
時
30
分

■
と
こ
ろ　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■ 

内
容　

「
劇
団
道
化
」
に
よ
る
舞
台

劇
■ 

料
金　

４
歳
以
上
７
０
０
円（
８
０
０

円
）
／
ペ
ア
券
１
０
０
０
円
（
１

５
０
０
円
）

＊（　

）内
は
当
日
券
の
金
額
で
す
。

■
前
売
券
販
売
場
所

　

 

矢
野
小
児
科
／
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
内
日
出
町
社
会
福
祉
協
議
会

■ 

問
合
先　

カ
レ
イ
な
る
日
出
町
母
親

ク
ラ
ブ
ら
ん
ら
ん
☎
０
９
０
‐
１
８

７
３
‐
３
４
３
９

大
分
県
子
ど
も
舞
台

　

芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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Ju
ly

日出町の人のうごき

（　）内は前月比
      　内は今年４月１日比

人　 口 28,570 （＋ 12） ＋ 7
　　　 男 13,666 （＋ 14） ＋ 1
　　　 女 14,904 （－ 2） ＋ 6

世帯数 11,370 （＋ 1） ＋ 13
南端
豊岡
日出
藤原
川崎
大神

（－ 2）
（＋ 9）
（＋ 22）
（－ 5）
（＋ 8）
（－ 20）

315
7,196
5,844
3,835
5,880
5,500

平成22年6月1日現在の
　　　 住民基本台帳の登録人口

畑中 和洋さん（59）

豊岡法花寺

棚田のある美しい風景を守りたい

　

６
月
20
日
、
法
花
寺
区
の

畑
で
Ａ
Ｐ
Ｕ
の
学
生
13
人

が
参
加
し
、
さ
つ
ま
い
も
の

苗
植
え
体
験
が
行
わ
れ
、
地

元
住
民
と
交
流
を
深
め
ま
し

た
。

　

平
成
19
年
か
ら
始
め
た
こ

の
交
流
会
は
今
回
で
８
回

目
。
こ
れ
ま
で
、
田
植
え
や

稲
刈
り
、
も
ち
つ
き
、
収
穫

祭
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

学
生
を
受
け
入
れ
て
い
る

の
は
、
法
花
寺
区
で
農
業
を
営
ん
で
い
る
方
で
構

成
す
る
「
や
ま
び
こ
ク
ラ
ブ
」（
畑
中
和
洋
会
長
）

で
、
メ
ン
バ
ー
は
４
人
。
毎
回
、
農
作
業
の
あ
と

は
地
区
公
民
館
で
、
や
ま
び
こ
ク
ラ
ブ
の
メ
ン

バ
ー
の
奥
さ
ん
た
ち
が
、
地
元
で
採
れ
た
新
鮮
な

食
材
を
使
っ
た
料
理
を
振
る
舞
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の

国
の
話
や
料
理
の
話
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
室
内
で
で
き
る
軽
ス
ポ
ー
ツ

を
行
う
な
ど
、
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
韓
国
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
中
国
、
モ

ン
ゴ
ル
な
ど
か
ら
の
留
学
生
が
参
加
。
農
作
業
を

す
る
の
が
初
め
て
と
い
う
学
生
も
多
く
、「
い
い
経

験
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
「
地
区
内
に
若
い
人
の
声
が
響
く
と
と
て
も
う

れ
し
い
。
今
日
は
こ
ん
な
天
気
だ
け
ど
、
明
る
く

感
じ
ま
す
」
と
笑
顔
の
畑
中
さ
ん
。
こ
の
日
は
あ

い
に
く
の
雨
模
様
。「
こ
れ
か
ら
も
こ
の
交
流
会

が
続
い
て
い
く
と
い
い
。
準
備
に
時
間
は
か
か
る

が
毎
年
学
生
が
来
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
」
と
話
し
ま
す
。

　

法
花
寺
区
に
は
、
棚
田
の
あ
る
美
し
い
風
景
が

あ
り
ま
す
。「
こ
の
風
景
を
私
た
ち
は

守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」。

同
地
区
に
は
耕
作
放
棄
地
は
ほ
と
ん

ど
な
い
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
、
平
成

16
年
に
結
成
さ
れ
た
「
や
ま
び
こ
ク

ラ
ブ
」
の
活
動
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

そ
れ
ま
で
、
同
地
区
に
は
高
齢
化

に
よ
り
荒
れ
た
農
地
も
多
く
あ
り
ま

し
た
。
同
ク
ラ
ブ
は
、
農
業
の
楽
し

さ
や
大
切
さ
を
も
っ
と
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
い
、
こ
こ
で
農
業
を
し

て
く
れ
る
人
が
増
え
て
く
れ
れ
ば
い

い
と
、
水
路
の
改
修
や
荒
廃
地
の
開
墾
に
も
力
を

入
れ
ま
し
た
。

　

お
か
げ
で
、
現
在
１
組
で
は
あ
り
ま
す
が
、
新

規
で
農
業
を
し
た
い
と
い
う
若
い
夫
婦
が
米
作
り

を
始
め
ま
し
た
。

　

畑
中
さ
ん
は
「
農
業
に
は
育
て
る
喜
び
、
採
る

喜
び
、
食
べ
る
喜
び
が
あ
り
、
と
て
も
貴
重
な
体

験
が
で
き
る
と
思
う
。
農
業
を
し
た
い
と
い
う
若

い
人
が
地
区
内
に
増
え
、
活
気
あ
る
地
域
に
な
れ

ば
う
れ
い
し
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　　情報をお待ちしています
「何かに一生懸命に打ち込んでいる
人」、「目標に向って頑張っている
人」などを紹介するコーナー
「輝くひじ人」に掲載する人の情
報をお待ちしています。
連絡先　総務課広報広聴係

☎73‐3150　
FAX72‐7294　

いもの苗植え体験をするAPUの学生


